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「エコマークアワード 2012」募集のお知らせ
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エ コマークは (財)日本環境協会が自主的に運営し ている事

業です。エコマークの活動予算は、すべて認定企業の皆様か

らのエ コマーク使用料および商品認定申込者の皆様からの

商品認定審査料でまかなわれています。 「エコマークニュー

ス」 では、 「エコマーク事業実施要領」 に基づき、 エコマーク

事業に関する情報を提供し ています。

認定基準に関するお知らせ

認定基準の制定

　以下の認定基準が制定されましたので、お知らせいたします。

◆認定基準は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ.ｈｔｍｌ） をご覧ください。

類型番号 商品類型名 制定日 有効期限

１２３
建築製品 （内装工事関係用資材） Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１１

分類Ｃ-７　～タイルカーペッ ト～
２０１２年５月１日 ２０１７年１２月３１日

５０２ カーシェア リ ングＶｅｒｓｉｏｎ１ ２０１２年６月５日 ２０１９年 ６月３０日

エコマーク事務局では、エコマーク商品等、環境配慮型商品普及への優れた

取り組みを表彰する「エコマークアワード」を今年も実施いたします。

 この表彰制度は、環境配慮型商品普及に関する優れた取り組みを広く公表す

るとともに、エコマーク商品等のより一層の普及拡大を通じて、持続可能な社

会の実現に寄与することを目的として、2010 年度に創設されたものです。

 第 3 回となる今年度の募集概要は以下のとおりです。

〈表彰について〉

● 賞の種類：エコマークアワード 金賞、銀賞、銅賞 [公募]

プロダクト・オブ・ザ・イヤー [エコマーク認定商品の中から選考]

● 選考～表彰の流れ：一次審査（書類審査）、本審査（プレゼンテーション、2012 年11 月下旬予定）を経て

2013 年 1 月上旬に受賞者を発表します。表彰式は 2013 年 2 月上旬に行う予定です。

〈募集について〉

● 募集対象：エコマーク認定商品保有企業またはエコマーク商品等の普及に貢献している企業・団体

（なお、プロダクト・オブ・ザ・イヤーは 2011年度、2012 年度に認定されたエコマーク認定

商品の中から選考します。）

● 募集期間：2012 年 8 月 1 日（水）～ 9 月28 日（金）
 

◆詳細はエコマーク事務局ホームページ（http : // www.ecomark. jp/award/award_2012.html）をご覧ください。

　ご応募をお待ちしております。
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委員会報告

基準審議委員会 （第 ９ 回）

　第９回基準審議委員会が２０１２年７月２日に開催され

ました。 審議 ・ 報告事項は以下のとおりです。

〈審議事項〉

１．エコマーク商品類型 （認定基準） 案について （Ｐ.２

参照）

２．エコマーク商品類型 （認定基準） の部分的な改定に

ついて （Ｐ.２参照）

〈報告事項〉

３．難燃剤・抗菌剤・生分解性プラスチッ クに係るエコ

マーク共通規定の見直しについて

◆資料等詳細は （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｋｉｊｙｕｎ_

ａｒｃｈｉｖｅｓ.ｈｔｍｌ） をご覧ください。

認定基準案の公表およびパブリ ッ ク コ メ ン トの受付

　以下の認定基準案の公表およびパブリ ックコ メントの受付について、お知らせいたします。

◆認定基準案、 パブリ ッ クコ メン トの受付については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｎｉｎｔｅｉ２.ｈｔｍｌ） をご覧ください。

類型番号 商品類型名 公表期間 （３０日間）

新規 ホテル ・旅館Ｖｅｒｓｉｏｎ１ ２０１２年７月３０日～２０１２年８月２９日

認定基準の改定

　以下の認定基準の部分的な改定の実施について、お知らせいたします。 （ＶｅｒｓｉｏｎのＮｏ.は改定前のもの）

◆改定点の詳細については （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｋｉｊｙｕｎ_ａｒｃｈｉｖｅｓ.ｈｔｍｌ） をご覧ください。

類型番号 商品類型名 改定のポイン ト 改定日

１１４ 紙製の包装用材Ｖｅｒｓｉｏｎ２.７ 食品容器の安全性確保の追加 ２０１２年７月５日

１１７ 複写機Ｖｅｒｓｉｏｎ２.１１
待機時のＴＶＯＣ基準の変更 ２０１２年７月５日

１２２ プ リ ンタ Ｖｅｒｓｉｏｎ２.８

１１８ プラスチッ ク製品Ｖｅｒｓｉｏｎ２.５
・ 難燃剤、 抗菌剤基準の変更

・ 食品容器の安全性確保の追加　他
２０１２年７月５日

１２８ 日用品Ｖｅｒｓｉｏｎ１.１５
・ 難燃剤、 抗菌剤基準の変更

・ 食品容器の安全性確保の追加
２０１２年７月５日

難燃剤 ・ 抗菌剤 ・ 生分解性プラスチックに係るエコマーク共通規定の見直しについて

「難燃剤の使用について」、「抗菌剤の使用について」、

「生分解性プラスチッ クの表示について」 の３種類のエ

コマーク共通規定 （全商品類型に共通の基準） を廃止

し、 今後は対象物質の使用 ・ 表示の可能性が高い商品

分野について、 個別の商品類型ごとに基準項目を設定

するこ と とします。 （順次改定作業を実施、 ２０１２年秋

頃までに完了予定）

◆改定の内容は、 （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/

ｋａｉｅｉ_ｋｙｏｕｔｓｕ_１２０７０５.ｐｄｆ） をご覧ください。 ま

た、 商品類型ごとの改定状況については、 （ｈｔｔｐ://

ｗｗｗ.ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ/ｐｄｆ/ｋａｉｅｉ_ｋｙｏｕｔｓｕ_ ｌｉｓｔ.ｐｄｆ） を

ご覧ください。
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　子ど もが日常生活の中で繰り返し遊ぶおもちゃに

は、 品質はもちろんのこ と安全性、 耐久性などが求め

られます。 近年、 これらの要素に加え環境の側面が重

視されるよ うになってきています。

(株)タカラ ト ミーは、 業界の中でもいち早く商品の

環境対応の重要性を認識し、 環境に配慮したおもちゃ

の開発 ・ 普及を進める 「エコ ト イ」 活動を展開してい

ます。 こ う した取り組みの一環と して、 同社の代表的

な商品である 「プラレール」 の一部商品が、 商品類型

Ｎｏ.１１８ 「プラ スチッ ク製品」 においてエコマークの

認定を取得しました （認定番号１２ １１８ ００１）。

　おもちゃの分野で第１号となるエコマーク認定であ

り、 これを契機に環境に配慮したおもちゃへの認識や

関心が高ま り、 普及が進むこ とが期待されます。

■再生材料を ５０ ％以上使用

(株)タカラ ト ミーが１９５９年から販売しているロン

グセラーの鉄道玩具 「プラレール」 は、 発売以来、 基

本規格を変えておらず、 世代を超えて長期にわたり使

い続けるこ とができるため、 資源消費や廃棄物発生の

抑制につながっています。

　 こ う した側面に加え、 レール部品に再生プラスチッ

クを使用するこ とによ り環境性能をさ らに向上させ、

２０１２年６月にエコマークの認定を取得しました。 認

定の対象は 「エコ直線レール」 と 「エコ曲線レール」 で、

原材料の５０％以上に再生プラスチッ クが使用されて

います。 試算によれば、 再生材料を使用するこ とで、

ラ イフサイ クルを通じたＣＯ２排出量が従来の商品に

比べ約１割削減されます。

　製品開発にあたっては、 品質や安全性の確保に加

え、 発色の難しさをいかに克服するかといった点が課

題とな り ました。 試行錯誤の結果、 再生材料の割合を

高めつつ品質等のレベルを維持し、 エコのイ メージを

持つグ リーンのレールの商品化に成功しました。

■消費者の環境意識の向上に貢献

(株)タカラ ト ミーが実施したアンケート調査や顧客

とのコ ミ ュニケーシ ョ ンを通じて、 おもちゃの環境配

慮に対するニーズが大きいこ と、 子どもたちのエコへ

の関心が高いこ となどが確認されました。 また、 エコ

マークの認知度の高さ も明らかになり ました。

　同社では、 エコマーク認定商品の普及を図り、 よ り

多くの子どもたちに遊びを通してエコに気づいてもら

うために、 「エコ直線レール」 と 「エコ曲線レール」 を

軸に、 その他の部品やプラレール車両等とのセッ ト商

品などへの展開を進めていく計画です。 また、 アンテ

ナシ ョ ップである 「プラ レールシ ョ ップ」 の店頭や

「プラレール博」 （年間動員数約２２万人） 等のイベン

ト、 商品カタログ、 アンケート などさまざまな機会を

通じて、 商品の環境配慮やエコマーク認定に関するコ

ミ ュニケーシ ョ ンの充実を図っていく考えです。

「プラレール」 は２～７歳男児の認知率が８８.１％、所

有率が７２.３％ （タカラ ト ミー調べ） と、多くの男の子

が遊ぶおもちゃと して広く普及しています。 これまで

に販売された同商品のレールの総延長は、 約１０万ｋｍ

（地球約２.５周分） に達しています。 このよ うな商品に

おいて環境配慮の取り組みが進められ、 コ ミ ュニケー

シ ョ ンが図られるこ とは、 子どもやその家族をはじめ

とする多くの消費者の環境意識の向上に寄与するもの

と思われます。

◆(株)タカラ ト ミーのウェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔａｋａｒａｔｏｍｙ.ｃｏ.ｊｐ/

(株)タカラ ト ミー 「エコ ト イ」 のウェブサイ ト

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｔａｋａｒａｔｏｍｙ.ｃｏ.ｊｐ/ｅｃｏ/

エコマーク認定の (株) タ カラ ト ミーの

「エコ直線レール」 と 「エコ曲線レール」

新 認定商品のご紹介

おもちゃの分野で第 １ 号と なるエコマーク認定商品が誕生

――ロングセラー鉄道玩具のレールに再生プラスチッ クを採用
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エコマークニュース 第 ８７ 号 ２０１２年８月１５日発行

エコマークは (財)日本環境協会の登録商標です。

【エコマーク事務局からのお知らせ】

■エコプロダクツ展に出展します

　エコマーク事務局は、１２月１３日～１５日に東京ビッ

グサイ ト で開催される 「エコプロダクツ ２０１２」 に出

展します。 今回の出展では、 エコマーク事務局ブース

内にエコマーク使用契約企業のミニブースを設け、 エ

コマーク とエコマーク認定商品の紹介をメ インと した

展示を行う予定です。

　つきましては、 エコマークブース内に共同出展いた

だける企業 ・ 団体を募集します。 詳細が決ま り ました

らエコマーク事務局ウェブサイ トおよびメールマガジ

ンにてご案内いたします。

■ Ｆａｃｅｂｏｏｋ はじめま した

　エコマーク事務局はＦａｃｅｂｏｏｋページを開設しまし

た （ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｆａｃｅｂｏｏｋ.ｃｏｍ/ｅｃｏｍａｒｋ.ｊｐ）。 エコ

マークの関連情報やエコマ

ーク認定商品など、 生活に

身近な情報を発信していき

ます。 ＱＲ コードから も簡

単にアクセスしていただけ

ますので、 ぜひご覧くださ

い。

トピックス

「日中韓環境ラベルの相互認証 （複合機の共通基準） の合意書」 を締結

（財）日本環境協会は、 中国環境保護部環境認証セン

ター （ＣＥＣ） と韓国環境産業技術研究院 （ＫＥＩＴＩ） と

の間で、「日中韓環境ラベルの相互認証 （複合機の共通

基準） の合意書」 を締結しました。 調印式は、第１４回

日中韓三カ国環境大臣会合の開催地 （北京） で、 ５月４

日に日中韓環境大臣の立ち会いのも と行われました。

　 また、 今回の協定締結に合わせて、 「相互認証の手

順に関する合意書」 および 「運用の規則に関する合意

書」 も締結されました。 これによ り、 日中韓３カ国の

環境ラベルの相互認証の仕組みが整備され、 今後さら

に相互認証の活用による相手国の環境ラベルの認定取

得が進むものと期待されます。

　今後も相互認証の対象分野を拡大していく予定で、

２０１２年度は 「ＤＶＤ機器 （ブルーレイディ ス ク を含

む）」 の共通基準化を進めています。

日中韓環境ラベル相互認証の調印式の様子

ＱＲ コード


